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丸山　「モバイル時代のサービス」というテーマで，デ

ジタルプラクティス論文をご執筆いただいた皆様，本日

はお忙しいところお集まりいただきありがとうございま

す．スマートフォン，タブレット端末の急激な普及によ

り，情報サービスの主役は，PCからモバイルデバイス

に移行しつつあります．モバイルデバイスを活用する

領域は，ゲームやSNSといったコンシューマ向けのサ

ービスにとどまらず，かつてはIT利用の本丸であった

エンタープライズの領域に拡大しようとしているのはご

存知の通りです．このような状況で，皆様の想いと我々，

企業，そして日本の進む道を議論できたらと思います．

まず，お一人ずつ自己紹介と，論文で書こうとしたこと

や書けなかったことなどを簡単にお話していただけま

すか？

金子　ソニーモバイルコミュニケーションズの金子と申

します．私はもともとマーケティングの担当でして，新

しい商品を導入するときには，マーケティングの目線で

どうやって世の中に普及していくかということをエンジ

ニアやデザイナーの皆さんと話をします．そこには，本

来はカタログや広告宣伝マテリアルには書けないような

話がたくさんあります．エンジニアやデザイナーの熱い

話や商品に込められた想いを，マーケティングをやって

いる者の目を通してお伝えできたらと思い，この特集に

かかわらせていただきました．

　デザイナーの「こういう商品を作りたい」，「こういう

デザインでやりたい」という想い，エンジニアからの「こ

んな商品でこういう技術をぜひ入れたいのだ」，「こうい

うようにお客さんに使ってほしいのだ」という想いに直

に触れ，感じたことがあります．それは，そのエンジニ

アやデザイナーの想いがシンプルで分かりやすければ分

かりやすいほど，マーケティングの人間にとっては，「で

は，ここを立たせよう」，「ここを重点的に訴求するよう

なやり方をしよう」，「それに合ったメディアを選んでい

こう」ということを考えやすいということです．他の皆

様の論文とはだいぶ毛色が違うかと思うのですが，その

辺のところを少しハイライトして書かせていただきたい

なと思ったのが，今回の内容です．

丸山　ありがとうございます．次に丸木さんお願いし

ます．

丸木　シャープの丸木です．国内主要キャリア向けのス

マートフォンを開発しています．主にハードウェアに近

いドライバといわれる部分のソフトウェア開発です．現
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状，スマートフォンになって，外観という意味ではあま

り他社と差別がつかない状況にあります．そこで，基本

機能を高める取り組みの1つとして，電池持ちに関する

論文を書きました．マーケティング情報からスマートフ

ォンの電池持ちに対するユーザの不満が高かったという

こともあり，弊社はIGZOという液晶と合わせて，内部

の周辺デバイス等も最適なものを選択し，電池持ちを良

くする取り組みを行いました．

　スマートフォン自体の電池持ちが良くなると，今度は，

スマートフォンにダウンロードされるいろいろなアプリ

ケーションに注目しました．アプリケーションによって

は，頻繁に動作しているものもあり，回りまわってスマ

ートフォンの電池が持たないといわれるため，アプリケ

ーション開発メーカと対話をしながら，「こういうとこ

ろは改善できませんか」という取り組みを行っています．

　どういった処理が電池持ちに影響するのか，アプリケ

ーション開発者の方でも分からないところがありますの

で，弊社から支援という形でアドバイスやサポートをし

ながら改善してきたという内容を書きました．

丸山　ありがとうございます．牧野さん，お願いします．

牧野　Twitterの牧野です．私は，Twitterのビジネス

周りを特に国内に関して見ています．その中で今回デジ

タルプラクティス論文の中で書いているのは，Twitter 

APIの変遷に関してです．Twitterでは，APIを提供す

ることで周辺のエコスシステムを構築する，たとえばパ

ートナーの方にクライアントソフトを作ってもらってユ

ーザに使ったり，データを活用していただくという形で

APIを提供してきたのですが，そのAPIの提供の仕方は，

時代を経てというか，それぞれのポイントで変えてきて

います．今回，プラクティスになるようなものというこ

とだったので，どのような考えでどのようにAPIを変

えていったか，いくつかのパターンで紹介しようと思っ

ています．

藤本　藤本と申します．グリー株式会社で，開発全般

を担当しております．今はインフラのレイヤだといわ

ゆるクラウドサービス，その中でもIaaSみたいなのが

普通に使えるようになっています．もう1つ，クラウド

の台頭をエンジニア目線でみると，リソースが「まさ

にクラウドのように使える」ところから，インフラが

プログラマブルになっているのがすごく大きいなと思

っています．今，はやりの言葉で言えば，「Immutable 

Infrastructure」や「Infrastructure as a code」がこの動

きを端的に表していると思うのですけれども，インフラ

がプログラム可能になっているということと，そのプロ

グラミングのインタフェースをインフラ自体が提供する

ことの2つが大きい潮流で，さらに加速していくと思っ

ています．ゼロからビジネスをするのだったらそこに乗

ればいいのではないのかという話はあるのですが，一方

で，これらの技術は，まだ万能ではないですし，規模に

よって，あるいは自社のアセットが有効活用できる場合

には相対的に価格が高かったり，細かいチューニングが

難しいこともあります．今までの資産を持っている会社

も多くて，たとえば弊社ですと5桁の単位でサーバがあ

り，10年単位でサービスが動いていますというときに，

どういうインフラとしてどういう戦略を取っていくかが

とても大きなテーマになっています．

　その中で，クラウドと，いわゆるオンプレミスのサー

バをどういう戦略でどう共存していきましょうか，どう

戦っていきましょうか，どう効率化してきましょうかと

いうところと，あとはオンプレミスなサーバ自体を，サ

ービスを稼働させながら，プライベートクラウドのよう

な形にどのように変えていくかということは，どの道必

然かなと思っているので，そこら辺のアプローチのよう

なことを，弊社ではこのようにしていますというところ

を書かせていただいています．実際，まさにまだ現在進

行中ですが．

浦本　丸山先生と一緒にこの特集のゲストエディタをや

っているIBMの浦本です．研究部門で，クラウドを担

当しています．本日はお集りいただき，ありがとうござ

います．

丸山　今回の特集では，招待論文は全部で6本ありまし

て，ここに４人いらっしゃっているのですが，あとの2

本は，KDDIの中島さんがKDDIコンテンツビジネスに

ついて，富士通研究所の飯田さんが，モバイルサービス

基盤技術について執筆されています．クラウドからコン

シューマまで広い領域をカバーしていますので，何か全

体で議論をするというのは少しやりにくいかもしれませ

ん．それぞれのお話を聞いていて少し突っ込んでみたい

ものがありましたら，そこから始めましょう．

丸木勝也氏
シャープ（株）通信システ
ム事業本部所属．
2012 年よりスマートフォ
ンの電池持ちを長くする取
り組みを担当．
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 ■ モバイルサービスにおける戦略的なプラク
ティス

藤本　少しぶしつけな質問ですが，今，Googleさんが

基本的にアンドロイドのインテグレーションというか制

約を強めていますよね．それはそれでユーザにとっては

いいかもしれないですが，そのデバイスを提供するメー

カとしては，どういうスタンスでこれに向き合っていこ

うとか，変えていこうとか，あるいはエンジニアの立場

として，ここはやりやすい，ここはやりにくいという点

をどのように考えていらっしゃるのか，興味があるので

すけれども．

丸木　弊社はアンドロイドのOSを使っている以上，OS

がどんな動きをしているかは把握しています．また，ア

プリケーションが頻繁に動いているものについては，「も

う少し改善できませんかね」という指標を作っています．

メーカさんによっては，「どのぐらい消費電流に影響が

ありますか」というような質問等を受けますので，追加

情報を提供します．この取り組みは，弊社がソフトウェ

アを改修するのではなく，アプリ開発メーカに改修いた

だくため，アプリ開発メーカが納得いただける情報を提

供し，時間をかけて，地道に続けている形ですね．

丸山　今，プラットフォーム提供者による制約という話

がありました．Twitterさんは，最初とはずいぶんAPI

が変わっていますね．

牧野　変わっています．最初は何でもいいから使っても

らいたいという思いで制限を付けずに攻めていくという

戦略の中で，一番の問題は，クライアントソフトの問題

でした．うちのクライアントソフトを使ってもらいたい

というビジネスの問題のよりも，普及している他社のク

ライアントソフトが買収されることでそのサービス自体

が止まりかねない，イコール，ユーザがいなくなりかね

ないというリスクが問題だったのです．やはりクライア

ントソフトはある程度コントロールしなければいけない

というようになって，自社で作る，もしくは買収して使

ったという形に変わってきています．それ以降は，クラ

イアントソフトに関しては基本的にはうちのものを使っ

てもらうような形になっています．もう1つの理由とし

て，新機能を出しても，うちのクライアントソフトを使

っていない人には反映されないからということもありま

す．エクスペリエンスを統一していかなければという戦

略で自社の公式クライアントを使ってもらおうと大きく

変えていったというところですね．

藤本　エコシステムの問題でしょうか．

牧野　エコシステムというよりバランスですね．他社に

頼り過ぎるとそこが逆にリスクになるというところがあ

るので．

丸山　データの提供に対する戦略も変えてきています

よね．

牧野　はい．検索などのコンシューマサービスから始め

て，大規模データ分析向けに販売していくという流れで

す．これについても論文の中で触れています．

浦本　いろいろな局面において，企業が何を守るために

どのような戦略を打ち出すか，といったこともプラクテ

ィスの1つとして興味深いですね．

丸山　藤本さんのところは，モバイルもクラウドも幅広

くやってらっしゃるわけですが，ソーシャルやゲームに

おいて，藤本さんが今回お書きになったこととどう繋が

っていくのでしょうか．

藤本　今，ゲームを作ろうと思うと基本クラウドになっ

てきます．モバイルのゲームは基本的にビジネスとして

のボラティリティ（変動性）が高いので，スモールスタ

ートで大手のクラウドを使うことが多いのですけれども，

そのゲームが流行ってくるとまた別の選択肢も検討す

牧野友衛氏
Twitter Japan（株）メディア事業部執行役員
2011 年入社．Twitter の日本におけるユーザ拡大を目的とした事業開発， 
パートナーシップを担当．Twitter 入社以前は 2010 年に（株）ByFlow を設立，
ソーシャルサービス「byflow」の提供を行い，2011 年に事業売却．2003
年から 2010 年までグーグル（株）でビジネス開発担当として Google や
YouTube の新規プロダクトの開発，提供などに携わる．AOL ジャパン（株）
ではサービス開発およびビジネス開発業務を担当．

藤本真樹氏
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卒業後，（株）アストラザ
ス タ ジ オ を 経 て，2003 年

（有）テューンビズに入社．
PHP 等のオープンソースプ
ロジェクトに参画しており，
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ることもあります．

そういう事案は結

構増えていて，そ

れに対して，うち

のように内部で大

量のサーバを持っ

ているインフラの

チームがどのよう

なアプローチを取

るべきかという話

があります．また，

コストを下げるた

めにサービスとし

て同じインタフェ

ースを用意して，移行することを前提にインフラを作っ

ていくことも考えないといけません．難しい時代になっ

てきました．でも楽しいです．

丸山　クラウドマイグレーションの技術で行くのか，

APIの標準化のような方が手っ取り早いでしょうか？

藤本　基本的にはAPIをラップするみたいなことが基

本ですね．かつ，いわゆるサービスのオーケストレーシ

ョンという意味では，インターネットのサービスを設計

するときに，共存を前提とするのが普通です．

浦本　最近，たくさんのオープンなツールがあって，ど

のツールを選ぶかというのも重要ではないですか？

藤本　ゲームの場合だとそれほど選択肢はないので，割

と信頼できるところか，あとは自分たちで作るかですね．

ただ，一方で，ノンゲーミングのビジネスも始めていて，

そういうところだと，とりあえず使えるものをひたすら

使い倒すというような感じになっています．ビジネスの

規模に応じてチャレンジの度合いを変える．小さく始め

るものだと，もう何でも使ってみようと．

 ■ デザイナーとUIに関するプラクティス

丸山　ところで，モバイルの世界では，デザインやマー

ケティングが大事だと思うのですが，ソニーでは，技術

者とデザイナーの間で，どのように話し合いが進んでい

くのですか？

金子　まずは商品企画とデザイナーが主導でやります．

次にこういうポートフォリオでいくぞという話が来て，

そのためにどういう技術があって，何を作らなくてはい

けなくてという形で進みますね．

丸山　その方がやはりいいのだろうな．技術先行でやる

とあまりいいものできないですね．

浦本　そうすると，デザイナーとエンジニアの想いがコ

ンフリクトする場面が出てきそうですね．

金子　デザイナーにもよるのでしょうけど，最終的には

デザイナーが押し切るようです．このデザインでいきた

いのだけど，技術的にできる，できないとなったときに

は，商品開発のトップが最終的に「では，こっち」とい

う判断をすると思いますけど．大概においてはデザイナ

ーが押し切るようです．

丸山　丸木さんのところではどうですか．

丸木　似たような形ですね．でも，一応，何を売りにす

るかというところで言うと，弊社は電池持ちを謳ってい

ますので，ある程度そこを意識してデザインを作っても

らっているところはあります．

丸山　TwitterさんでもUX (User Experience)やUIの観

点で色々やられていますよね？

藤本　よくテストしていますよね．

牧野　変えていますね．1%程度のごく一部のユーザに

対してとりあえず実験的に変えるのは，結構ハードルが

低いのです．そういう意味で普通にいろいろと考えてや

っています．

 ■ ITに業界におけるモバイルの位置付け

丸山　ここで，モバイルやモバイルサービスが，IT業

界全体に対して，どういうインパクトを与えたか，つま

り少し高いところから，モバイルの位置付けを眺めてみ

るとどうなのかというお話を聞かせてください．それぞ

れの会社の中でも構わないのですが，まず，金子さんから．

 ■ タブレットの台頭

金子　そうですね．明らかにソニーの中では携帯のビジ
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ネスを柱の１本だと位置付けています．一方で，同じく

モバイル商品のVAIOは撤退しました．

丸山　あれもモバイルだったのですか．

金子　だったのです（笑）．

丸山　確かにノートPCは持って運べるからね．

金子　周りの人に聞いても，最近は，家に帰ってPC開

くのは結構勇気が要るようになっています．時間もかか

ってしまうし．メールを見るぐらいだったらタブレット

とスマホで十分だというようなところもあるので，これ

からビジネスの1つの柱になりますね．携帯業界全体で

見ると，スマホ自体が少し飽和してきていてあまり伸び

というのが期待できなくなっている中で，この先はやは

りタブレットがさらにビジネスの核になってくるのかな

と思いますし，小さい子供向けの教育ツールからお年寄

りのボケ防止，老眼で新聞が読めなくなった人のツール

など，非常に汎用性の高いモバイルのデバイスになって

いくだろうなと思っています．

丸山　シャープさんでのモバイルの位置付けはどうです

か．あるいはモバイルのサービスでもいいのですけれ 

ども．

丸木　ユーザがやりたいことはアプリケーションとして

すでに存在し，ダウンロードしてしまえば済んでしまう

ため，無理に弊社がたくさん機能を搭載する必要もない

のかもしれません．スマートフォンをとりまく環境のど

こに境界を線引きするかというところが重要になってく

る気がしますね．

 ■ グローバルなブランディング

丸山　ブランディングの観点では，どういうところに気

を付けていらっしゃいますか．

丸木　今使われているスマートフォンのシェアのほとん

どを海外メーカが握っている状況にありますので，日本

のブランドのイメージが本当に若い人に届かなくなって

います．

金子　そうなのですよね．

丸木　そこを何とか改善していかないと，ユーザが戻っ

てこないのだろうなということがありますね．

丸山　グローバルにはブランディングが結構できている

のではないですか．

丸木　いや，まだ十分ではないと思っています．電池持

ちもしかりですが，基本機能的なところで，もっと他に

できることがないのかなと思いますね．シャープのスマ

ートフォンは電池持ちが良いことは，ずいぶん認識して

もらっているかなと思いつつ，まだまだ足りないところ

がありますし．世の中が普通にやっていることを変えら

れる状況には，まだなっていないと思うのですよ，家に

帰れば何となく充電するし．ユーザがスマートフォンを

充電しなくて何日か済むという状況を作ってはじめて，

世の中を変えていると思いますので．ただ，そこに達成

するにはもう少し電池持ちをのばす努力が必要かなと思

いますけれどね．

 ■ モバイルファーストとリアルタイム性

丸山　Twitterさんだとそのモバイル，あるいはモバイ

ルサービスがもともと中心かもしれないですけれども．

牧野　モバイルファーストになってますね．

丸山　でも，PCで使っている人もいますよね．

牧野　もちろんPCもありますけど，モバイルに移って

来てますね．Twitterのようなサービスの最大の特徴で

もあり，競争力でもあるのは，たぶんリアルタイム性な

のだと思います．つまり，今起こっている情報を見ると

いうところで，モバイルの特性をすごく活かしているわ

けです．Twitterとスマートフォンを組み合わせて，最

近だとワールドカップをTwitter使って共有するみたい

なことというのは，まさに同じ時間に試合を見ながら，

体験を共有しようということになってくるわけです．そ

こが強みになってきますね．

丸山　今年の f8 (Facebook が毎年開催するコンファ

レンス)でザッカーバーグが面白いことを言っていて，

「Facebookにはモバイル専門部隊は存在しない，全社員

がモバイルをやっているのだ」という話をしているけど，

そういう意味でも，やはりみんなモバイルをビジネスか

ら外しては駄目だという意識がある．

浦本　Twitterのつぶやきのテキスト分析が普通にやら

れていますが，つぶやきからだけだと結構情報が取れな

いのですよね．しかし，モバイル環境で位置情報と組み

合わせると，裏側のコンテキストのようなものが見えて

きて，すごくいい情報になりますよね．

丸山　そうですよね．モバイルだと緯度，経度情報がつ

いているということが多いので．

牧野　位置情報を付けてツイートしている人は，日本で

はまだ割と少ないかもしれませんが，USの場合，早い

段階から多かったのは，Foursquareが流行っていたか

らです．日本の場合は，当時Foursquareがなかったので，

最初のうちはあまり進まなかった感じがします．

丸山　旬の情報というのは，Twitterもありますが，場

所の情報だと，Foursquareなんかそうだし，あとは

Pinterestのような旬の画像だったり，みんな全部取り
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込まれようとしていますね．

牧野　そうですよね．

丸山　グリーさんもやはりモバイルの取り組みが中心で

すよね．

藤本　うちもFacebookと同じで，モバイルのチームと

いうものはなく，というか逆にそれしかやっていないの

で．ただ，うちの地味な悩みは，売り上げがまだまだそ

れなりの割合がガラケーから来ているので，そこが止め

られないのが結構悩ましいですよね．思ったほど減りが

早くなくて．

丸山　まだ元気なのですか．

藤本　それなりに．端末価格的な側面も，やはりまだあ

りますね．でも，どちらにせよモバイルは前提です．ゲ

ームでもノンゲームもモバイルというか，新規サービ

スもすごく増えています．モバイルの特性を活かして

既存のビジネスをどう変えにいくかというと意味では，

Uber（タクシーの配車サービス）が典型ですけれども，

あの影響はすごく大きいと思っています．あとはたとえ

ば，サンフランシスコ周辺では，お買い物を依頼するサ

ービスがそれなりに伸びています．

丸山　誰に頼むのですか．

藤本　個人間のサービスなのです．あのスーパーで，こ

れとこれを誰か買って来てと言うと，近くにいる人にメ

ッセージが配信されて．要するに主婦が買い物に行くつ

いでにお小遣い稼ぎをするのですよね．

 ■ ウェアラブルと「リア充」

丸山　そういう意味では，期待しているモバイルサービ

スや，これからモバイルの世界がどういうところに軸足

を置くのかというお話を少しお伺いできたらと思います．

金子　ウェアラブルがまた今，はやり言葉になりつつあ

りますね．分野としてたとえば健康は面白そうですし，

「健康だけでは面白くないよね，もっといろいろなこと

できるはずだよね」というところもあります．おもちゃ

も，モバイル機器と繋げるとまたちょっと違うことにな

ってくるのだろうなと思います．実際におもちゃとして

楽しく使っていただければいいかなと思っていて，幅広

くいろいろなところに話を聞きに行っています．

浦本　いろいろなものが繋がれるという意味では，IoT

的な話もあり得るのですね．

丸山　IoTもそうなのですが，今まで情報の世界で閉じ

ていたのが，リアルな世界とどう接点を持つのかという

巨大な課題が存在していることが一つの焦点となると思

います．僕らはやはり情報系の人間で，サイバー空間で

自足しているみたいな人が結構多いのだけど，実際は「リ

ア充」な世界にちゃん手を伸ばしていかないといけない．

もっと硬いことを言えば，ものを作っている生産の現場

とか，経済の現場，流通の現場でITを使っていくときに，

サイバーからサイバーフィジカル，サイバーフィジカル

ソーシャルへ向かうことで，大きなマーケットができる

のではないかなと思うのですけれども．

　丸木さんのところは何か注目しているサービスとか，

こういうのをやりたいという話がありましたら．

丸木　見た目も含めちょっとインパクトを与えたいとい

う動きがありますね．最近対応しているのが，エッジス

ト(EDGEST)といいまして，見たときにはっと印象が

変わるような取り組みといいますか，全部液晶に近い状

態に持っていこうとしています．先ほどそのリア充の世

界というか，世の中が変わっていく中で，どこにきちん

と価値を見つけて投資するのかを見極めるときだと思っ

ています．たとえば，極端な話，いろいろなところにデ

ィスプレイを付ければ，スマートフォンに液晶は要らな

いのかもしれないですし．

丸山　至る所に監視カメラがあれば（笑）．

丸木　その世の中の変化をうまく捉えられたものが勝つ

のだろうなという気はしますね．だからモバイルだけ見

ていても仕方がなくて，世の中の動きをうまく取り込ん

で，そこに早く見合ったものを提供できれば変わってく

るのかと思いますけどね．

丸山　牧野さん，何か注目しているサービスあります

か？

牧野　いろいろお話を聞いていて思ったのですが，や

はりモバイルが中心なのではないかと思っています．

Twitterとは関係ない話になりますが，以前，Googleで

働いていたのですが，当時カーナビにアンドロイドを載

せようという議論がありました．そのときに思ったのは，

カーナビ自体が頭脳を持つ必要はないなということで

す．Googleの中でも，アンドロイドを載せようという

のと，スマホのアンドロイドとの連携でいいのではない

のかという2つの派があって．議論していくと，外付け

のiPhoneでもアンドロイドでもいいのではないかなと

いう感じになって，結果はAppleも含めてそういうもの

が出てきていますが，モバイルの重要性というのはより

増すのではないのかなと思います．

丸山　なるほど．

牧野　それともう1つ，僕はスマートフォンを買ってか

らiPhoneしか使ってないんですよね．それこそソニー

さんでもシャープさんの方が画面が大きいとか，写真を
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人に見せてもらってもあっちの方がいいなと思うのです

が．単純にもはや電話番号は変わらない，携帯メール

も使わない，別にTwitterでもLINEでもそのままIDを

持って行けるというときに，そちらに行かない理由は，

iTunesもありますけど，やはり端末というよりクラウ

ド(iCloud)なのですよね．むしろクラウドでつなげられ

ているから動けないみたいになっているのが，本来，ク

ラウドって何でもいいというようになっているはずなの

に，逆にクラウドに縛られている感がおかしいなと思う

のですけれども．

丸山　音楽系は典型的にそうですね．iTunesにはまっ

てしまうとやはりそこから離れられない．

藤本　でも，そこは2 ～ 3年前とだいぶ様子が変わって

いるかなと思っています．ストリームで音楽を聴くとい

うのが普通になってくると，「もう別にいいや」みたい

な感じにはなってくるのかなというのもあるし，最近，

法律すれすれというか黒いですが，そういうアプリもい

っぱいありますし．

丸山　まあ，でもそれはたぶん海外はいいですが，日本

で勝てるのかどうかという．

藤本　そこはね，なかなか．

丸山　当面は日本に入って来られないしね．

藤本　しかし，そこの壁が持つか持たないかと言ったら，

持たない歴史が証明しているので．

浦本　でも，いまだパッケージのCDが日本で売れてい

ることを考えると，今の10代20代みたいにネットで買

うことが慣れている人たちにとってみると，CDディス

クなんか要らないとかレコード見たことないみたいな人

たちがマジョリティになってくれたらたぶん変わると思

うのですが，それでも根強くCD好きだからみたいなと

ころがあるのですよね．TSUTAYAに行けば100円で

借りられるというのもあるので．急激ではなくて，緩や

かに変わるのかもしれないですね．

丸山　そうですね．僕も最近ストリーミングで聞く方が

多いですね．ダウンロードはあまりしないですね．ウェ

アラブルの話については，ウェアラブルの中心というか

ハブになるのは，携帯やスマートフォンだと思っている

んです．英語にするとモバイルとか，セルラーフォンと

か，スマートフォンとか，いろいろ携帯に当たる言葉は

あるけれど，日本の携帯って文字どおりウェアラブルだ

と思うので，だからあれはいい言葉だなと思っています．

スマートウォッチにしろ，Google Glassにしろ，スマー

トフォンがハブとしてあると，とても安定したシステム

ができるのですよね．

 ■ 今後のインタフェース

浦本　今後インタフェースは，音声になっていくのです

かね．

丸山　Googleのアンドロイドウェアはそうですね．眼

鏡だの時計だの，ウェアラブルを考えたときに，一番大

きな違いというのは，ユーザインタフェースだと思うの

ですよ．だから，キーボードマウスからタッチスクリー

ンになって，そこから先はどこに行くかというと，やは

りUIが大きく変わっていて，ウェアラブルのUIはやは

り音声だと思います．しかし，本当は敷居が高いのです

よね．

浦本　確かにそうですね．

丸山　若い人が音声インタフェースを作ろうと思っても

「じゃあお前，日本語解釈できるのか」と言うと，とす

ぐへこむんで（笑）．

浦本　認識精度はどうなんでしょうね．

丸山　今，日本語のGoogleのものでもものすごく精度

もいいのですよ．

藤本　精度とてもいいですよね．

丸山　僕らはみんなキーボードで入力するではないです

か．だから，音声入力が素晴らしく進化して，この2年

でものすごく変わっているのに，誰もほとんど気が付い

ていない．その辺のおばちゃんたちは，しゃべって打ち

込んでいるのに，絶対旦那がキーボード打つよりたぶん

しゃべった方が早いのに，僕らがむしろ遅れているので

すよね．

浦本　人前でしゃべるのが恥ずかしいとか電車の中で叫

ぶのは嫌だ，みたいことがあるからかな．

牧野　本当に手が動かせないときとか，補助のインプッ

トとして非常にいいかなと思いますけれどね．

丸山　たぶん，UIは音声入力中心に変わっていくのだ

と思いますけれどね．言語を理解できるか，できないか

でやはりシステムがまったく変わってきますね．でも，

左：丸山不二夫，右：浦本直彦
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それは新しい質だと思いますよ．

 ■ 今後の展望

丸山　最後の話題で，今のモバイルだとモバイルサービ

スに対して日本がどういう役割を果たしているか，ある

いは日本の課題はどういうところにあるか，個人的な感

想でも構わないので意見を少し伺って議論したいなと思

っています．

　金子さんいかがですか．現に外国との競争にさらされ

ていて，単に夢や希望だけではないというのも現実です

よね．逆にあまり日本にこだわる必要もないではないと

いう気持ちもあるのですが，その辺はどういうお考えな

のか，モバイルに関して．

金子　下世話な話ですが，携帯端末の世界ではAppleと

サムスンが2大巨頭になっているのはとても遺憾なこと

です．日本メーカが出ていかないと駄目ですよね．エレ

クトロニクスは日本だったのではなかったっけという思

いはすごくあります．日本は良い端末を作るのは得意だ

ったはずなのに，Appleにすごくやられてしまったのは，

先ほどのiTunesやクラウドの世界のところまで考えて

いなかったですよねという話でね．そこを徐々に変えて

いくのが日本メーカの役割なのだろうなと思っています．

丸山　いいですね．頼もしいです．ぜひ頑張ってもらわ

ないと．

牧野　逆に世界進出というか，いろいろなカテゴリで，

たとえば新興アプリとか．

金子　そういう意味で言うと，ソニーモバイルの部門は，

ヨーロッパはだいぶ入っていきました．それからアジア

にもだいぶ入ってきましたし．中東・アフリカ地域には

もう手を付けています．しかしアメリカ市場は，やはり

サムスン，Appleが強すぎてというところがあって．た

だし重要市場として位置付けていますので，世界展開し

ていく中で，今は1位サムスン，2位Appleでずっと離

れてソニーぐらいの感じがしていますが，このギャップ

を詰めていきたいなと．トップ3と言われる位まで行く

のが最初のステップであるとは思っていますけれど．

丸山　ぜひ頑張ってください！　シャープさんはいかが

ですか．

丸木　私の想いとして，ここ日本で日本メーカのスマー

トフォンが売れて欲しいというのは変わらないです．弊

社は多くの日本人が開発に携わっており，日本人ユーザ

のことを一番理解しているにもかかわらず，海外メーカ

にやられてしまっているというのは，ユーザのことを

まだきちんと理解していないところがあると思うので

す．一部，一方的な押し付けの商品だったところは否め

ないところもありますし，ユーザはスペック，数値が好

きだと思って今までずっと作り続けていました．たとえ

ば，高画質だったらいいとか液晶がどんどんきれいだっ

たらいいというので，ガラケー時代にずっとそういうよ

うにやってきたことが，シェアを伸ばしてきた．ところ

が，いきなりそうではない商品が，どわっと出てきてひ

っくり返ってしまった．特にAppleなんか見たときは思

ったので．そういうスペックだけではなくて，もう少し

ユーザとの距離を近付ける方向を見つけないとこのまま

では駄目だなとは思いますね．

丸山　グローバルなところで言うと，基本的には日本ベ

ースのビジネスになっているのですか．

丸木　今はそうですね．今後どこかに広げられたらいい

と思いますけれど，何とかもう1回日本で復活をしてみ

たいなというところもあります．

丸山　牧野さん，外資系企業だと，ちょっとまた言い方

が違うかもしれませんが，日本のITの現状について何か．

牧野　日本のITの現状ですか？

丸山　いや，何でもいいですよ．日本，何とかしろよと

いう話を．何が問題なのでしょうね．

牧野　一般的な話になるかもしれませんが，テレビの話

をさせてください．Youtubeをテレビに載せようみたい

な話になったときに割とびっくりしたのですが，USの

テレビのシェアって普段あまり考えないじゃないですか．

しかし気が付いたらサムソンとLGになっていたんです

よね．6，7年ぐらい前に本当に衝撃を受けて，やはり

そのときに日本企業に何とかしてもらいたいとすごく思

いました．世の中は寡占の方向に向かうのかなと思って

いて，1位，2位が独占して，2社で市場の何割みたいな

感じになると結構差がつくので，そこに何とか入るとい

うことをしないといけないのではないかなと思いますね．

藤本　そうですね．

丸山　グリーさんの世界戦略はどうですか？

藤本　いろいろな観点があるのですが，いわゆるアプリ

ケーション，つまりソフトウェアプラットフォームの上

のレイヤはおかげさまでというか，やれています．スマ

ートフォンのマーケットが必然グローバルなので，そこ

はもうグローバル前提でやっていかなければいけない

し，うちもUSと韓国に3拠点作って競争を始めています．

正直なところアプリのレイヤでは日本は結構戦ってはい

けるかなとは思っています．一方で，ハードウェア以外

のGoogleがやっているレイヤは，短期的にはまったく

勝てる気がしないですね．もうスケールや投資額も違い
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すぎて，彼らの投資している先がもう数年先を行ってい

るので，そこがことごとく大外れしないかぎり，奇跡を

待つしか彼らを越える方法はないぐらいの状況に入って

しまっている気がします（笑）．10年かけたら，もしか

したらどうにかなるかもしれないみたいな．そこは本当

に長いスパンで勝負していくしかないと思っている一方

で，逆に言うと，まさに端末とか，ハードウェアはすご

く本質的に差があるわけではないと思っているので，ち

ゃんと歯車がかみ合えば，また世界で勝てるレイヤなの

かなと思っています．何にしても，世界で優れたものを

作っていくとことが大事だと期待もしているし動いてい

ます．

丸山　ありがとうございます．日本として頑張ろうとい

うのは，やはり大事なことだと思っていて，日本が元

気になるというのは，ちょっと無理な言い方をすると，

やはりITがグローバルにも刺激を与えることなのです．

そして，日本として何かできるとすると，それは国では

なくて個人だろう，会社だろうという気がします．一方

で，国縛りって現実的にはすごく大きな影響力を持つし，

我々の意識も，国単位でコンセンスは持ち得るというの

はありますね．サッカーであれだけ盛り上がったらIT

だって盛り上がっていいだろうみたいな（笑）．どこか

ら突破するのかを考えると，企業やベンチャーでもいい

し，個人でもいいし，あるいは若い人がもっと外国に出

ていくという形なんかもいいですね．

藤本　僕の周りでも最近シリコンバレーやサンフランシ

スコで起業する人が増えていますね．

金子　先週行ってきたのですが，ルクセンブルグが日本

のディベロッパーの募集を出していますよ．

牧野　ヨーロッパは結構多いですよね．

金子　ルクセンブルグは自分たちでサーバビジネスの大

国になろうとしていて，金融では結構大きな国なので，

アプリ系の人たちに来てもらって，そこに投資するとい

う形で．

浦本　アイルランドはIT企業に有利な条件を提供して，

いろいろな会社のデータセンタや開発センタを誘致して

いますね．

金子　日本のディベロッパーが手を挙げてどんどん行く

といいですね．

丸山　どんどん行ける人は行って．ただ，僕はやはり背

反する気持ちもあって，やはりもう少し着実に大学で勉

強しろよという気持ちが（笑）．起業や海外進出をあお

るだけが本当に日本にいいかというと，基本的なデータ

や文章の解析をやるとか，新しいコンピューティング原

理を勉強するとか，そういうものをちゃんと育てる道を

やらないと．やはり基礎的なところでちゃんと戦える力

を持つ奴もちゃんと育てていかないと長期戦ができない

ですよね．ビジネスを意識し始めると，それはそれで非

常にボリュームが大きいので，やはり開発力が低下して

しまうのではないかなと．開発とビジネスをペアでやら

ないと，一人の人間に両方を全部やれというのはちょっ

と過酷なような気がします．だって，大きな会社だった

ら大体みんな役割が決まっていて，そういうチームでや

るわけ．それを少人数で何でもかんでもやるというのが

素晴らしいモデルなのだからと思っていると，本当のビ

ジネスの世界はもっと組織戦なので，それを一人から積

み上げて作れというのは，目標が遠くなると思うのです

よね．

藤本　本当に国力を上げようと思うと両方必要で，ちゃ

んと勉強しろよというのは，僕の中では学会に参加する

のと同時に，大きな世界に興味を持つ子を増やすことだ

と思います．市場にお金をどんどん流してがんがん起業

させ，失敗させ，そういう経験を持っている人がまた次

の手伝いをするみたいなことをしないとだめ．

丸山　海外を見るとMBA持っている学生も多いし，や

はり両方できる奴が多いという印象があるのですよね．

でも，日本は個人力としてなかなかそこまでいくのは難

しいから，チーム戦でいくべしというアイディアは確か

にそうだと思いますね．

丸山　なかなか明るい展望がないまま（笑）．しかしス

マートフォンにしても，部品レベルでは日本は強いので

すよね．そういう意味では基本特許を持っている分野が

日本はたくさんあって，一方的にやられるわけはないだ

ろうと思います．もうちょっと日本の強みを少しまとめ

上げることができれば，まだまだ頑張れる余地はあると

思うのですよね．本日は，有益な会話をありがとうござ

いました．
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